




 

 







 



別添４

試験実施状況

「酒造」職種の受検申請者数の推移（過去６年分）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

105 143 72 95 74 76 
105 143 72 95 74 76 

酒造職種の概要

職種

酒造
　清酒製造作業

平均受検申請者
数(過去6年間)

受検申請者数

94 

職種統廃合等の検討対象となる判断基準（１次判断基準）

過去６年間の年間平均受検者数が100人以下のもの。ただし、以下の場合は検討対象から

除外。

① 直近２年間の受検者数がいずれも100人超の場合。

② 隔年又は３年毎の実施で、平均受検申請者数が50人又は30人に達する場合。

・清酒製造作業

米、米こうじ及び水を原料として発酵させ、こすことにより、一般的に日本酒と呼

ばれる「清酒」を製造する作業

昭和49年度に酒造職種として新設された。

職種新設当初は多くの受検者がいたが、平成23年度以降は100人を下回る状況が続い

ている。平成26年度まで毎年試験を実施してきており、平成27年度も試験する予定で

ある。

平成26年度までの累計受検申請者数は8,415人（１級5,648人、２級2,767人）、累計

合格者数は4,930人（１級3,152人、２級1,778人）である。
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別添５

試験実施状況

「枠組壁建築」職種の受検申請者数の推移（過去６年分）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

48 96 205 124 - 77 
48 96 205 124 - 77 

枠組壁建築職種の概要

平均受検申請者
数(過去6年間)

受検申請者数

92

職種

枠組壁建築
　枠組壁工事作業

職種統廃合等の検討対象となる判断基準（１次判断基準）

過去６年間の年間平均受検者数が100人以下のもの。ただし、以下の場合は検討対象から

除外。

① 直近２年間の受検者数がいずれも100人超の場合。

② 隔年又は３年毎の実施で、平均受検申請者数が50人又は30人に達する場合。

・枠組壁工事作業

数種類の規格木材を用いて組まれた枠組みに、構造用合板などを止め、金物及び専

用クギを用いて打ち付けた床、壁によって建築物を建築する作業

昭和56年度に職種が新設された。受検申請者数は初年度の1,472人をピークに漸減し

ており、平成23年度に100人を超えたが、平成26年度には再び100人を下回っている。

平成26年度までの累計受検申請者数は、9,228人（単一等級）、累計合格者数は2,680

人（単一等級）である。
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